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1．はじめに

2 年生の 2 学期あたりになってくると，これまで

学んだ知識をもとに，教科書の本文をさらに読み深

めることが可能になってきます。NEW CROWN

には，各学年に，LET’S READ という形で新出文

法のない読み物教材が位置づけられています。そこ

で，2 年生の LET’S READ 2 “Zorba’s Three 

Promises”を例に，読み深めから表現活動につな

げる指導方法について考えてみたいと思います。

2．手順とゴールの提示

ここでは，グループで紙芝居風にアフレコを行う

ことを伝えます。本文は前半の２ページ，後半の２

ページと分けて扱います。生徒の活動手順は以下の

通りです。

（1） 5 ～ 6 人のグループで配役を決める。

（2）  ワークシート（図 1）をもとに，Language と

Performance の 2 つの観点にそって，大事に

読みたい箇所を考える。

図 1　ワークシート（一部抜粋）

（3）  記入したワークシートにそって，個人やグルー

プで練習を行う。その後，グループで聞き合い，

アドバイスをし合う。

（4）  デジカメで撮ったピクチャー・カードをテレビ

の画面に映し，それをビデオカメラで撮影しな

がら，ビデオカメラのマイクの周囲で発表する

（アフレコ）。グループごとに別室で行う。

発 表 の 観 点 を Language と Performance の

2 観点とすることで，lay an egg や promised 

your mother のような語と語の連結による音変化

など，英語らしい発音，強勢，イントネーションや

意味の区切りなどの音声について意識させると同時

に，内容理解をともなった発表にすることができま

す。さらに，ワークシートに記入した事柄と発表が

つながるように，ルーブリック（評価基準表）（右ペー

ジ，図 2）を作成し，自己評価をさせます。段階の「3」

は全員がめざすべき到達目標です。

3．心情理解のために

概要理解の読みで，感想を書かせたり，感動した

ところにアンダーラインを引かせたりしたあと，教

師から以下のような質問で心情面の理解に揺さぶり

をかけます。

・  ゾルバはカモメが懇願する 3 つの約束のうち，2

つには快く応じるが，3 つ目の質問には“Me?”

と聞き返しているがなぜなのか。

・  “So I must fl y.”のセリフには，ラッキーのどの

ような気持ちが表れているのか。

・  自分は猫だと思って育ってきたラッキーは，ゾルバ

から告げられる言葉をどのように受け入れるのか。

以 下 は， 教 師 か ら の こ れ ら の 質 問 を も と に

Performance の観点で実際に生徒がワークシート

に記入した内容の一部です。

（1）   Me? / 猫で飛び方を知らないこのおれが？　

読 み 深 め か ら 表 現 活 動 へ

高 木 　 淳
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という驚き。

（2）   Yes, you. / あなたしかいないのです。お願

いしますという感じ。

（3）   OK. I’ll try. / 戸惑いながら。

（4）   Thank you. / 力尽きた感じと，三つの約束

を受け入れてもらえた安堵感。

（5）   Rats and strange cats attacked her. / 

怖さをだす感じで。

（6）   Lucky. Now it’s time to fl y. / 大きく「さあ

やるぞ」みたいに。

（7）   Why do I have to fl y? Cats don’t fl y. / 何

を言っているのかわからないという感じで。

（8）  Me? A gull? / 驚きと疑いを込めて。

（9）  So I must fl y. / 戸惑いながらもだんだん理

解する感じで。

（10）   And I promised your mother. / 思い出し

ながら言っているように。

（11）  One rainy night Zorba and Lucky went 

to a tall tower. / 足がすくむくらい高いとい

う感じで。

（12）  Lucky, all the sky is yours. / ラッキーが

安心するように。

（13）   I love you too. / もう会えないのだな…と少

し寂しげに。

（14）   Zorba said to the empty sky. / ゾルバの

寂しさとうれしさが入りまじった感じが伝わる

ように。

中には，Now it’s time to fl y. の箇所を，「ラッ

キーが安心するように読みたい」や「わざと明るく

しているように読みたい」と書いた生徒もいました。

ゾルバにとって3つ目の約束を果たすことはラッキー

図 2　ルーブリック（一部抜粋）

との別れをも意味するというところまでを読み取っ

て考えたのでしょう。

4．どのように発表させるか

発表は，同じ内容のものを 2 回行うことを伝え

ておきます。これは，最終ゴールへ向けてのチャレ

ンジが１回のみで終わりではなく，つまずきをもと

に，再度，練習する段階をもうけるためで，他の言

語活動を行う際にも大事にしていることです。実

際，1 回目の発表では，レコーディングという極度

の緊張からセリフが飛んだり，セリフを口に出すこ

とで精一杯だったりする生徒が多く，ルーブリック

を用いた自己評価でも「2」が多くなります。1 回目

の発表の映像を見せて，他のグループのよさを共有

させることで，2 回目の発表での高まりが期待でき

ます。上手に表現できた生徒に，どんな感じを伝え

ようとしたのかを語らせるのもよいと思います。

私が実践した学級では，発表後にグループ内でハ

イタッチをして，互いの成果をたたえ合う生徒たち

の姿が印象的でした。

5．おわりに

“Thank you.”にしても“So I must fl y.”にして

も，文法の観点からは，生徒にとって既習の簡単な

英 文 で す。 正 確 な 発 音 や 声 量 と い っ た 通 常 の

LESSON で求められる力だけではなく，その言葉

が発せられている場面や登場人物の心情を考えるこ

とで，生徒は表現としての英語を身につけていくの

だと考えています。単元終了時の感想では，「自分

が役になりきることで，ストーリーの人物の気持ち

までわかったと思う」「このように本文を練習すると

楽しかったし，英文も内容も覚

えやすかった」という記述が多

く見られます。これまで学習し

てきた英語を，心情面とからめ

てじっくり味わい表現する。

LET’S READ のように新出文

法のない読み物教材の単元だか

らこそできるチャンスだと考え

ています。
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